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令和7年度成績優秀者・優秀団体

文部科学大臣賞
受賞おめでとうございます！

令和7年度の文部科学大臣賞受賞団体に、喜びの声をお寄せいただきました。

サービス接遇検定

身に付けた表現力や対応力は
就職活動にも生かされる

足利デザイン・ビューティ専門学校（栃木県足利市）

足利デザイン・ビューティ専門学校では、系列校の足利
製菓専門学校とともに毎年約130人がサービス接遇検定2級に挑戦する。
希望者は準1級にも挑戦。毎年約50人が合格を目指し、合格率も高い。
指導を担当する宮本浩美先生は、受賞を「学生一人一人が一つの目標に向
かい、日々の積み重ねを大切に努力してきた成果」と振り返る。
「授業では、級ごとに段階的な指導を行います。2級では正しい言葉遣い
や立ち居振る舞い、サービスの心得といった基礎を中心に学習し、最終的
には本校で独自に作成をした過去問題を活用しながら演習を行います。
準1級では発声練習からスタートし、試験内容に沿ったロールプレーイン
グを繰り返し行うことで、実践的な対応力を養っています。学生にとって
は入学後初めての検定への挑戦、皆緊張感を持ちながらも真面目に取り
組んでいます。はじめは恥ずかしさから声が出せず、動きに迷いのある学
生も多いですが、練習を重ねるごとに自信が付き、絶対に合格したい!とい
う気持ちが芽生え、真剣に取り組むように。身に付けた表現力や対応力は
就職活動にも生かされており、さまざまな場面で成長を実感しています」。

宮本浩美先生福岡県立香椎高等学校ファッション科では、2年生から3
年生にかけて、授業内でサービス接遇検定2級・準1級を学び受験。希望
者は1級も受験する。文部科学大臣賞は2年続けての受賞となった。
「今回2年連続で文部科学大臣賞を受賞することができ、大変光栄に思っ
ています。卒業した生徒たちにも受賞を伝え、喜びを共有することができ
ました」と下山清美先生。「授業では、具体的な仕事内容をイメージさせな
がら指導しています。生徒の多くは、将来アパレル企業など人と関わる職
業に就きたいと考えており、意欲的に学習に取り組んでいます。特に準1
級のロールプレーイングでは、生徒が受験者と審査員に分かれて練習し、
指摘し合う姿がありました。検定の学習を通して、どのようにお客さまと
接するとよいかを考えることは、生徒間でも相手の気持ちに立って物事
を考え、行動することにつながっているようです。丁寧な言葉遣いやお辞
儀、立ち居振る舞いなどは、進学や就職の面接試験時に役立っています。
その他にも一般知識で幅広い内容を学習するため、長寿の祝いや上書き、
慣用句などが知識として身に付いたようです」。

検定の学習が、相手の気持ちに
立った行動につながる

福岡県立香椎高等学校（福岡県福岡市）
サービス接遇検定

下山清美先生

秘書検定で、基本的な“考える力と 
スキル”を身に付けさせる

秘書検定
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学園高等学校（旧都城東高等学校）スマートビジネス
科（旧総合ビジネス科）では2020年度から2年次2月に
サービス接遇検定、3年次11月に秘書検定を受験。甲斐

正和学科長は「生徒がそれぞれの学力や個性に応じた資格取得、資格を生
かした進路実現を教育目標に掲げています。ビジネス系検定もその一つで
す」と説明する。検定指導を担当する非常勤講師の今鶴太一先生は「昨今の
デジタル社会では生徒の元にも意図的な偽情報が届くようになり、受け手
として立ち止まって考える力が求められますが、秘書検定もその力を養う
ためのツールになります。同時に、将来社会に出た際に生かせる実践的な
内容で、業務に対する心構え、対人心理などの理解、応対技術など、働く前
の教育の一助になっています」。職場で学びながら上位級に挑戦する卒業
生もいるという。「今回の受賞を指導へのエネルギーとして、今後も一層頑
張っていきたいと思います。ありがとうございました」（今鶴先生）。

櫻美学園高等学校（宮崎県北諸県郡三股町）

「生徒の努力の成
果をうれしく思い
ます」と語る橋口
義春理事長

「2021年に文部科学大臣賞を頂いて以来『団体優秀賞』
が続いていたため、この度の受賞は大変うれしく思います。まずは学生の
頑張りに拍手を送りたいです」と話す碇ともみ先生。「学内対策講座は、全
学科全学年の学生に門戸を開いています（国文学科14名、比較文化学科
13名含む、計48名）。学生たちは将来進む道が教員、公務員、企業と幅広
いですが、講座では就活準備や社会人になる上で大切なことを学ぶため、
特に3年生の受講が多いです（33名）。講座は5限目（16:30～18:00）
の計8回開催で、初回は組織の仕組みや秘書がどの位置にいるのかなど、
組織内の序列を伝えることからスタート。2回目以降は開始前に10分程
度、近くの席の人と用語について相互学習を行い、楽しい講座の始まりに
しています。テキストの内容プラス実体験なども盛り込み、飽きさせない
ように工夫しています。検定に合格することで、社会人としての知識やそ
の後の就活の援護にもなっているようです」。

都留文科大学（山梨県都留市）
秘書検定

全学科全学年に門戸を開き
幅広い将来の道に対応

碇ともみ先生

事務職として必要な対人スキル・接遇スキルが確実に身に付く
大原簿記情報医療専門学校名古屋校（愛知県名古屋市）

「栄誉ある賞をいただくことができ、職員一同大変うれしく思います。諦
めることなくついてきてくれた学生にも感謝の気持ちを伝えたいです」と
語る大原簿記情報医療専門学校名古屋校の鈴木由里加先生。同校では医
療機関や一般企業の事務職を目指す学生が、事務職として必要な対人ス
キル・接遇スキルを身に付けるため秘書検定を受験している。「実務に直
結するよう、準1級に全員で合格することを目標に学習に励んでいます。
記述問題は過去問題を参考に類似問題を繰り返し解くことで状況に応じ

た解答ができるようになります。面接対策としては日常
生活からあいさつの大切さ、お辞儀の角度や歩き方など
の立ち居振る舞いを意識するように伝えており、知っているだけでなく
“使いこなせる、実践できる"ことを目標に指導しています」。就職活動で
もすぐに役立っており、秘書検定を学ぶ前と学んだ後では面接練習の受
け答えが違うと言う。「今後も秘書検定を通して多くの学生が人として成
長できるように指導に励んでいきたいです」。

秘書検定
医療事務科の鈴木由里加先生


